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第５回 小諸市立小中学校統合準備委員会 会議録 

 

 

 

 

 

 開 催 日 時  令和８年５月 27 日（水） 19:00 ～ 20:45 

 

 

 

 開 催 場 所  小諸市役所 第１・２会議室 

 

 

 

 出 席 委 員  塚本 修弥  花岡 桐子  前島ひとみ  髙橋 博之 

        富山 貴子  金井 直樹  宮坂 哲子  髙栁 司 

小林 孝治  依田 勝彦  堤 末男   花岡 隆 

  山浦 義直  前田 淳夫  栗林 正直  櫻井 浩多 

  依田 隆司  倉島 綾子  掛川 敏彦  小山 等  

以上 20 名  

      （欠席：福島 全子） 

 

 

 

 事 務 局  教 育 長  山下千鶴子 

        教 育 次 長  春原 信行   

        学校教育課長  山浦 修 

        主幹指導主事  相原 修 

教育総務係長  笹川 望 

        学校教育係長   佐々木 佐知子           

        学校再編係長  前田 裕美 

  学校再編係 事務主任  古川 明裕 
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１ 開 会 

〈進行：学校再編係長〉 

 開会に先立ち、事務局より以下２点を周知 

① 委員の過半数の出席を認めたことから、本日の委員会は成立とする。 

② 本委員会は原則公開のため、市民等の傍聴を認めているのでご了承願いたい。 

 

 

２ 教育長あいさつ 

小諸市の学校再編は、平成 28 年から教育のあり方を軸に検討を始め、令和６年９月に

は校長会が中心となり、小中一貫教育ビジョンを策定した。新校では、９年間を貫く小中

一貫教育を行っていくが、重点とする 3 視点は、『対話と協働の学び』、『自治的創造的な

活動の充実』、そして『全ての子どもを包み込む居心地のよい学校づくり』であり、その

実現に向かおうというものである。 

また、もう一つ、私たちが目指すものは、生涯にわたり誰もが学び合える地域の拠点を

つくることである。学校は地域の皆様に支えられて現在に至っており、そして、これまで

も、これからも、学校の先生や児童生徒だけで学校はつくれるものではない。ここにおい

での委員の皆様のお力をお借りして、子どもたちが明日も学校に行きたい、そのように思

える学校づくりを目指していきたいと考えている。 

本日は、統合準備委員会のこれまでの専門部会の報告と、今後の見通しということで、

それぞれの部会ごとの協議もこの後、計画されている。建設的な、そして皆様の思いがよ

り強く伝わるような会になることを願っている。どうぞよろしくお願いしたい。 

 

 

３ 自己紹介 

〈委員、事務局の順に自己紹介〉 

 

 

４ 連絡・共有事項 

〈説明：学校再編係長〉 

 統合準備委員会・専門部会の組織及び役割について 

・統合準備委員会及び専門部会の組織及び役割について資料に基づき説明。今後、ＰＴ

Ａ・地域部会、通学部会の付託事項に関し更なる協議が必要となることから、ＰＴＡ・

地域部会に４校のＰＴＡ会長、通学部会に４校の副ＰＴＡ会長を配置する。 

 委嘱書の交付について 

・今年度より新たに委員となった方については、委嘱書の交付を机上配布とさせていた

だいたのでご了承願いたい。 

 委員長・副委員長の互選について 

・本委員会の所掌事務に関する協議・検討事項は開校までの継続案件となることから、

委員長・副委員長の改選は行わず、昨年度に引き続き、委員長を栗林氏、副委員長を櫻

井氏にそれぞれお引き受けいただくこととする。 
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５ 議 事 

（１）報告事項（進捗状況及び今後のスケジュール等について） 

① ＰＴＡ・地域部会 

 部会長より進捗状況、今後の取組みについて報告 

・令和７年度の取組みについて 

①各校のＰＴＡ会則を読み合わせ、互いの組織のメリットやデメリット等について確認

を行った。 

②令和７年 12 月にＰＴＡ・地域部会からＰＴＡ組織に関する提言を示し、保護者アン

ケートを実施。78%の保護者から提言に賛成との回答が得られ、芦原新校のＰＴＡ組織

は、芦原中学校のＰＴＡ組織を土台として作っていくのが望ましいという結果となった。 

・令和８年度は、部会から示した提言をもとに、芦原中学校のＰＴＡ組織・規約に基づ

く新たな組織と、その規約・会則をもとにした、組織表のようなわかりやすいものを作

成することが今年度の目標である。 

 

② 通学部会 

 部会長より進捗状況、今後の取組みについて報告 

・直近の通学部会の活動として、５月 14 日に開催の第８回部会の内容について説明。

前回までの部会でまとめた通学路案を各校のＰＴＡ支部長に示し、意見をまとめてい

ただくよう依頼中である。この意見については事務局担当にて集約し、次回の通学部

会で共有後、さらにブラッシュアップを図り部会案を決定する。決定後は、通学部会

案を統合準備委員会に提出し、協議を行う予定である。 

なお、スクールバスの運行については引き続きＪＲバス関東と協議を進めていく。 

 

 ③ 教育部会 

 部会長より進捗状況、今後の取組みについて報告 

・教育部会における検討事項は教育全般に関わることであるため、基本的には学校現場

の教職員たちに通常業務プラスアルファで新校のビジョンを共有しながら、新しい学校

づくりの準備をしていく。 

・令和７年度は、13 の委員会を立ち上げ、それぞれが活動を進めてきた。小諸市では、

統合の３年前から３つの小学校がそれぞれの文化や風土、地域性を大切にしながら、ま

ず１つの方向性を確認していく方針である。さらに、統合により中学校も加わることか

ら、小中連携の視点で９年間を貫く授業デザインに取り組むことが大きな柱となってい

る。 

・教員の負担軽減のため、教科ごとに担当校を決め基本計画を作成していく。ただし、

方向性に相違が生じないよう、委員会（ワーキンググループ）や総委員会で確認を行っ

ていくこととする。 

・今後、市民の皆さんに新しい学校における授業・学校づくりをご理解いただくための 

情報発信や授業公開等を計画していきたいと考えている。 

 

 質疑（委員より部会長へ） 

Ｑ：統合による教職員の業務量の増が見込まれる場合、何らかの業務を削る必要がある
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のではないかと思うが、その調整や配慮はなされているのか。 

Ａ：新校の授業デザインや日々の授業改善・学校運営に関する検討は、通常の業務プラ

スアルファにはなるが、教職員の資質向上に関わる部分でもあることから、個々の職員

に理解を得ながら取組みを進めてきたところである。業務の削減については、昨年度、

オンラインを活用した打合せや意見集約等で効率化を図りながら取り組んできた。今年

度も引き続き様々な工夫を取り入れていくこととしたい。 

 

 

（２）協議事項 

① 総務部会（校章制作・制服、学用品等の選定に係る方向性について） 

 部会長より校名決定までの方針について説明 

・新校開校の約半年前に条例の制定（改正）を行い、新校の名称を決定する。現時点か

ら約１年間は、『校名案（仮称）』として使用し、一般への周知を図っていくこととする。 

 

 部会長より校章、制服・学用品の選定に関し提案 

１『校章』の制作・選定方法について 

①デザイン素案を募集（対象：芦原中生徒…新校との関わりを持ってもらうため） 

②総務部会でデザイン素案を数点に絞り込む 

（必要に応じ、デザイナー等に補正を依頼） 

③補正後のデザイン案について、統合校の児童生徒へアンケート（投票）を実施 

④最多得票数のデザイン案を最優秀作品として決定⇒校章の完成・公表 

 

２『制服・学用品等』の選定方針について 

①制服・通学カバンは、７年生への進級時に現芦原中指定品に切り替え 

（１年生から６年生までは、従来どおり私服着用・ランドセル使用） 

②新１年生は、現芦原中の指定品（体操服・上履き等）を使用する 

（令和 14 年度までは旧３小学校の指定品との併用可・令和 15 年度より統一） 

≪以降、３班に分かれてグループ討議（意見交換）を実施≫ 

 

 グループ討議（意見交換）結果 

・１班…『校章』について、募集対象を芦原中生徒だけでなく、一般の方や小学生にも

広げたらどうか、との意見があった。また、梅花教育に基づき、校章は梅の花

をモチーフとし、複雑でないデザインが望ましいとの意見もみられた。 

    『制服・学用品等』について、ネーム（刺繍）や上履きは学年による色分けが

されているが、その必要性については現場の先生方のご意見を伺いたい。 

    制服・運動着等は、小学生・中学生の節目で切り替えるのがよいが、運動着は

新しいデザインが決まれば早めの導入でもよいと思う。また、ランドセルに限

定せず、学校指定の安価なリュックタイプの通学かばんも望ましいのではとす

る意見も出された。 

  ・２班…『校章』、『制服・学用品等』については、総務部会の提案どおり、どんどん前

に進めてほしいという意見が出された。また、選定にあたっては、生徒の声を
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大切にするとともに、保護者の経済的負担を考慮し、柔軟な対応や配慮が必要

だとする意見も出された。 

  ・３班…『校章』については、梅の花をモチーフにした方がよいとする意見が多く出さ

れ、ＡＩの活用も検討してみてはどうかとする意見もみられた。 

      『制服』については、現在の芦原中生徒に人気があるということであれば、そ

のまま使用してはどうかとする意見が出された。 

      『学用品等』については、使えるものはできる限り使っていく、という方向性

が望ましいとする意見が出された。また、ネームの取扱いについては、通学時

の防犯上配慮が必要とする声もあった。 

 

 

（３）その他 

〈説明：学校再編係長〉 

 各専門部会に係る全体スケジュールについて 

・各部会で合同の協議や検討が必要な場合の参考として活用いただくよう周知。 

 仮設校舎・新校校舎の建築工事について 

・仮設校舎への引越し時期や、新校の建築工事の着工から完成予定時期等、全体のスケ

ジュールについて資料を基に説明。 

 

 

 

 

６ その他  

（１）第６回小諸市立小中学校統合準備委員会の開催について 

日 時：8/26（水） 19：00～20：30 

   場 所：市役所３階 第１・２会議室 

 

 

 

 

７ 閉 会 

 

 

 

 

 

以上 


